
 

 

 

 

 

 

 

《1年生 渋沢栄一ゆかりの地めぐりを行いました》                     
  5月 10日（金）に、1年生が渋沢栄一ゆかり

の地めぐりを行いました。 

渋沢栄一副読本『LOVE LIVE LEAD』を使っ

て、渋沢栄一ゆかりの場所を阿久津が案内しまし

た。生徒のみなさんは、副読本を手に、掲載され

ている内容と照らし合わせながら、見学コースを

周りました。見学した場所は、王子駅前サンスク

エア付近の「洋紙発祥の地」、旧大蔵省醸造試験

所第一工場、渋沢史料館、晩香盧（ばんこうろ）、青淵文庫（せいえんぶんこ）、飛鳥山博物館になります。 

暑い中、1年生のみなさんは、一生懸命に学びつつも、楽しみながら見学してくれました。本当にお疲れさま

でした。 

 

《開校 70周年記念日集会を行いました》                

5月 14日（火）の開校記念日に、体育館にて 

開校 70周年記念日集会を行いました。 

まず始めに、70 年のあゆみの映像を全校生徒

で見ました。70 年前から平成・令和へと移りゆ

く様子が、画像を見ることでよく分かりました。 

次に、生徒会長の中村さんから開校 70周年記

念日を祝した挨拶があり、阿久津からは、資料を

もとに堀船の地域の歴史などをお伝えしました。 

最後に全員で校歌を歌い、記念写真を撮りました。写真は 70周年記念誌に掲載されます。みなさんが最後ま

で真剣に参加してくれたので、本当に素晴らしいと思いました。 

 

《修学旅行に行ってまいりました》 

5月 21（火）から 2泊 3日で、3年生のみなさんは修学旅行に行ってまいりました。1日目は新大阪駅で下

車してバスで法隆寺に向かい、興福寺・奈良公園を散策し、宿舎に入りました。宿舎では漆器の加飾体験に取り

組み、素敵な作品ができあがりました。2日目は終日班行動でしたが、夕食後には青蓮院でお坊さんのお話を聴

き、茶道の作法を学び、お琴の美しい音色を聴く時間があり、思い出に残る素敵な古都の夜となりました。3日

間はあっという間でしたが、宿舎や食事もとても豪華で、みなさん満足できたのではないでしょうか。 
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津田梅子の生き方（13） ～女子英学塾設立～ 

梅子が帰国した明治 32（1899)年 に、日本では高等女学校令、私

立学校令が公布されており、梅子が私塾を開く環境は着実に整い始

めていました。 

この頃梅子は、華族女学校のほか、女子高等師範学校でも教壇

に立っていました。しかしどこで教えても、常に学校の方針に従わな

いといけない難しさを梅子は感じていました。このままでは自分が思

い描く教育が実現できない。雇われの身ではなく、自ら理想の学校を

創設するべきではないか。長いこと温めていた夢の実現に向けて、

明治 33年 7月、梅子は華族女学校と女子高等師範学校での職を辞

します。そして東京市麹町区 1 番町 15 番地に 2 階建て木造家屋を

借りると、ついに「女子英学塾」を設立するのです。 

開校にあたって、ずっと梅子の背中を押してくれていたアリス・ベー

コンがアメリカから駆けつけてくれました。アリスは、来日を目前にフィ

ラデルフィアに向かうと、梅子の友人や支援者を集めて会合を開きま

した。ブリンマー大学の学長になっていたトマス先生がその会合で演

説をして、「ミス・ツダの学校のための委員会」が発足したのです。「日本女性米国奨学金」を支えた人々が、今度は

「ミス・ツダの学校のための委員会」に協力し、さらにこの委員会はやがて「女子英学塾のためのフィラデルフィア委

員会」に名称を変えて、梅子の私塾の財政を継続的に支援することになりました。 

入学試験を行った女子英学塾には、一期生として 10 名が入学します。開校式は、塾生のほか、教師・来賓計 17

名が参列しました。来賓の中には、ともにアメリカに渡り一緒に帰国した大山（旧姓山川）捨松も女子英学塾顧問とし

ていました。梅子は、37歳にして念願の私塾をついに開くことができたのです。 

開校から 2 年後、女子英学塾での任期を終えたアリス・ベーコンが帰国すると、入れ替わるように今度はアナ・ハ

ーツホンが 3度目の来日を果たして教師陣に加わってくれました。1900（明治 33）年に 10 名の学生から出発した私

塾は、校舎移転を続けながら、8 年後の 1908（明治 41）年には全校で 150 名にまで増え、「女子英学塾」の名は確

実に広まっていきました。 

 

ここからは、梅子の女子英学塾の開校式式辞を引用した、本校の令和五年度卒業式の校長式辞を紹介させてい

ただきます。 

 

「第一は本当の教育は立派な校舎や設備がなくてもできるものであるということであります。そう申したとて、私はよ

い教室や書物やその他の設備を軽んずるということではありません。出来ることならこれも完全にしなければなりませ

んが、真の教育には物質上の設備以上に、もっと大切なことがあると思います。それを一口に申せば、教師の資格と

熱心とそれに学生の研究心とであります。とにかく、こういう精神的な準備さえできておりますならば、物質的の設備

が欠けて居ようとも真の教育は出来るものであると、そう私は考えます」 

この津田梅子の言葉は、まさに現代の教育においても忘れてはならない心得であると考えます。これから堀船中

の生徒のみなさんが羽ばたこうとしている社会は、AI の急速な進化や技術革新に伴い、人の働き方や生き方を含

めた社会全体の構造までが激しく変化していくことが予想されます。また、ロシアのウクライナへの軍事侵攻、イスラ

エルとガザ地区ハマスとの軍事衝突もあり、混迷と閉塞感が世界を覆っています。こうした厳しい時代を生きる皆さん

であるからこそ、津田梅子が言ったような「精神的な準備」が極めて重要です。凄まじいスピードで変わっていく社会

の中で、新しく登場してきた何かが、果たして正しいものかそうでないのかを、自分自身で判断できるようにならなけ

ればいけません。そのために必要な「精神的な準備」こそ、津田梅子が言う研究心なのだと私は思います。研究心を

持つためには、自分自身の強い興味がなけ

ればなりません。それはつまり、何かをしたい、

何かになりたいという想いのことだと思います。

やりたいこと、なりたい自分を、ぜひ探してみ

てください。どんなささいなことでも、それが見

つかったら、その気持ちを大切に育ててくだ

さい。やがてその小さな興味が熱を帯びた研

究心へと変わり、研究心が与えてくれた知識

や考え方こそが、変化の速い時代にあっても、

自らにとって正しい判断を行うことが出来る確

かな根拠になり得るのです。 

 

参考文献：高橋裕子『津田梅子―女子教育を拓く』  岩波ジュニア新書 2022年 230頁 
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